
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の生活目標 「寒さに負けないで過ごそう」  生活保健部                  

 
下着は、汗を吸収して清潔な身体を保つだけではなく、上着との間に暖かい空気をためて身体を温めるはたら

きをします。その効果は,下着を着ないときと比べて、およそプラス 2℃といわれています。毎日下着を着る習慣
をつけ、寒さ対策を徹底していきましょう。 
 
併せて、下着・衣服の着方や選び方を工夫することも大切です。ちょっと下がっているズボンを上げて下着を

しっかりズボンの中に入れることで、腰とお腹の冷えを防ぐことが できます。 
 
まだまだ感染症の流行も続いています。手洗い・うがいの徹底に加え、下着のパワーを有効活用し、寒さに負

けず元気よく生活することができるよう、ご家庭でもご協力をよろしくお願いいたします。 
 
２月の教育相談日（スクールカウンセラー 重冨） 7 日（水）,１４日（水）,２１日（水）,２８日（水）  

六小の高学年 
生活指導主幹教諭 前田 澄子 

 私が小平六小に来たのは 3年前になります。その年は、算数習熟度別を担当していました。その時に一緒に勉強

した 3年生が 5年生に、4年生が 6年生になり、もうすぐさらに次の学年に進級しようとしています。 

 男の子たちは身長 160㎝の私の背を越すと、急に声変わりしてきます。女の子たちの笑い声は、甲高い笑い声か

ら大人っぽい笑い声に変わっていきます（にぎやかには変わりありませんが…）。どこかで会うと、「同じくらいだ

ねえ。」と笑いながら背を比べられていたのが、いつの間にか上から見下ろされていることもよくあります。 

 今回は、そんな高学年の素敵な一面を少しだけご紹介します。 

 学校の校庭に落ち葉が舞い落ちる頃、朝登校した数名の高学年が、「先生！箒を貸してください！」と言ってき

ました。何を始めるのかと思い見ていると、校門の脇に散らばった落ち葉を集め始めたのです。この自主的なボラ

ンティア清掃は、落ち葉が少なくなるまで毎朝続きました。そして校門の周りは朝からきれいに掃除され、みんな

気持ちよくスタートが切れました。（落ち葉が少ない日は、しょんぼりと座り込む姿も見られました…） 

縦割り班活動の前、高学年が必ず班の担当の教員のところにやってきます。そして「明日の縦割り交流会は、『震源

地』をやります。音楽を流したいのでプレーヤーを貸してください。」など、予定を確認にきます。そして当日は、う

れしくてじゃれつく低学年を上手にかまいながら遊びを進行してくれます。（白状しちゃいます！普段は教室内でみん

なを取り仕切っているような中学年の子たちも、縦割り班活動では、すっかり高学年を頼り切って甘えています。） 

 登校時に玄関前に立っていると、あいさつをしてくれる高学年が多いです。大きな声でない子もいますが、目を

合わせて会釈をしてくれる子もいて、朝のさわやかなひと時をくれます。また、廊下で会うとさわやかに「こんに

ちは！」と声を掛けてくれる子も多いです。まだまだ恥ずかしくて下を向いてしまう下級生にも、ぜひ見習ってほ

しいなと思うところです。 

 2学期に実施された六小コンサート、高学年の合唱は素晴らしかったです。地域の合唱団に入るくらい合唱が大

好きだった私は、この高学年の合唱にすっかり魅了されました。それは、高学年にしか出せない声でした。下級生

たちもあこがれのまなざしで見ていましたし、感想に「もう一度高学年の合唱を聞いてみたい。」と書いている子

たちがいました。 

 6年生は残りわずかで中学生です。5年生はいよいよ最上級生です。下級生たちが高学年のみなさんの背中を追

っています。 

           

 

六 小 通 信 

みんなの笑顔が輝く学校～伝え合う楽しさや分かる喜び～ 

 

令和６年２月１日                     

小平市立小平第六小学校               

２月号 

校長 屋代 弘一 

  【学校教育目標】〇元気でじょうぶな子 ◎よく考えてやりぬく子 〇仲よくできる子 〇進んで働く子 



2 月の行事予定 （～３／１） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29 木
読書タイム

27 火
B時程　５時間授業（１～５年）

61 金
算数タイム

5 5 6 6 6

ク6 ク6 ク6
クラブ⑮（３年見学）

28 水
B時程　集会（６年生を送る会練習）

B5 B5 B5 B5 B5 B5

5 5 ク6

B5 B5 B5 B5 B5 B6
保護者会（４・５・６年）　卒業を祝う会（６年）

26 月
B時程　委員会紹介放送③（給食時）

B5 B5 B5 B6 B6 B6
保護者会（１・２・３年）

日 曜日 予定

25 日

23 金
天皇誕生日

24 土

21 水
４時間授業（全）　クラスロン③
たてわり交流会（朝）　ペタペタアートイベント（PTA）②

22 木
給食指導　読書旬間終　委員会紹介放送②（給食時）

クラブ⑭

19 月
B時程　４時間授業（１・２年）　クラスロン①
ペタペタアートイベント（PTA）①　新１年生保護者への資料配布（１４：００～１５：００）

20

5 5 5 6 6 6

B5 B5 B6 B6 B6 B6

4 4 B5 B6 B6 B6

5 5 6 6 6 6

5 5 5 5 委6 委6

4 B5 B5 B5 B5 B5

B5

5 6 6 6 6

B5 B5 B5 B5 B5

5

6

B5 B5 B5 B5 B5 B5

B5 B6 B6 B6 B6

4 B5 B5 B5 B5

B5

B5 B5 B5 B6 B6 B6

委6

5 5 6 6 6 6

２年 ３年 ４年 ５年 ６年

5 5 5 5 委6

１年

火
B時程　朝会　放課後補習教室
クラスロン②　薬物乱用防止教室（６年） 委員会紹介放送①（給食時）

17 土

18 日

15 木
読書タイム（図書委　読み聞かせ）

委員会⑯

16 金
算数タイム　校内書写展終

スクールダンスフェスティバル

13 火
振替休業日

14 水
B時程　安全指導　児童集会（集会委）

読書旬間始（～２／２２）

11 日

12 月
休日

建国記念の日

10 土

7 水
B時程　ソトスロンPR集会（運動委）　ソトスロン①

中学校体験入学・部活動体験（６年）

8 木
B時程　５時間授業（全）　読書タイム

持久走月間終　ソトスロン②

B時程　５時間授業（全）　土曜授業（学校公開⑤）  ※給食あり

道徳授業地区公開講座（１～３年授業：２h、４～６年授業：４ｈ、講演会：３ｈ）

4 日

9 金
算数タイム　授業参観（学校公開④）
ソトスロン③  馬頭琴演奏会（２年、５ｈ）  ２分の１成人式（４年、３～４ｈ）

4 4 4 4 4 4

1 木
お話会  校内書写展始（～２／16）

委員会⑮（代表）

2 金
算数タイム

幼・保・小交流会（１年）

5 月
B時程

社会科見学（４年）

6 火
B時程　朝会（生活指導2月）

避難訓練（中休み）

3 土



                     

 家庭学習の取り組み  ＊＊特別支援教室 ひまわり＊＊ 

 

保護者の方から、お子さんが「面倒くさい。」「やる気が出ない。」などと言って宿題を後回しにしたり、

宿題の量や時間について言い合いになったりして困っていると相談を受けることがあります。今月は「家

庭学習」をテーマに、１人１人に適した支援について考えていきます。 

【学習の量を子どもが決定している】 

生活の中には「必ずやるべきこと」や「簡単に変えてはいけない目標」があります。「一日の勉強量」

は、その最たるものといえます。勉強量が子どもの気分で決まる状態はよくないと言われています。「や

るべきこと」や「目標」がはっきりしている場面では、大人が決定権を握り、子どもには〈これは大人

が決めることだ。〉と学んでもらう必要があります。 

【大人が譲歩すると誤学習が起きる】 

例えば子どもが泣いて鉛筆を放り投げた後に、大人が要求に応えた場合、これによって子どもは〈泣

いて拒否すれば、決定権が自分に与えられる〉と勘違いしてしまいます。すると、要求を通すために暴

れるなど、行動をエスカレートさせることがあります。このような子どもの勘違いを「誤学習」と呼び

ます。私たち教員も、子どもたちに「誤学習」が起きないように声掛けや指導を工夫しています。  

【最後に決めるのは大人】 

 子どもから 
 
 
 
 

このような場合は、子どもの要求が 5 問なら、まずはそれよりも多い 8 問解くことを大人が要求しま

す。そして、子どもの反応を見ながら要求を少しだけ下げ、最終的には子どもの要求よりも少し多い、6

問くらいの問題に取り組むように導いていきます。このようにすると、子どもは〈問題数が減った。ラ

ッキー〉と感じ、納得して取り組んでくれますが、実際は大人の要求が通っていて、最後に決めたのは

大人という状態になり、誤学習が起こらないと言われています。 

 

             生活科では、「もうすぐ２年生」という学習で、幼稚園、保育園の子どもたちとの

交流活動を計画しています。学習の始めに、入学前のちょっぴり不安な気持ちを 

みんなで思い出しました。「友達はできるかな。」「勉強は難しいのかな。」などの不安 

な気持ちと、「大きな校庭で遊びたいな。」「友達１００人できるかな。」などの楽しみな気持ちが混ざった、 

複雑な気持ちだったようです。新しい１年生は、どんなことをしたら喜んでくれるのか、アイディアを出し 

合いました。学校を案内したり、１年生で勉強したことや楽しかったことを発表したりする予定です。新しい 

１年生の先輩として、子どもたちはやる気いっぱいに取り組んでいます。 

 この交流活動は、コロナウイルスの影響で、３年ぶりの実施となります。実際に幼稚園、保育園の子ども 

たちと会って、１年生の子どもたちはどのような対応をするのか、今からとても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈給食費納入についてのお願い〉 
２月は、２月分と３月分の給食費を引き落とします。引き落とし日は２月６日（火）です。 

引き落とし口座の残高確認をお願いします。残高不足の場合は引き落とされず、未納扱いになります。また、

１月までの給食費が未納になっている方は未納分も合わせて、前日までに忘れずに引き落とし口座へ入金をお願

いします。（引き落とし手数料が１０円かかります。） 

六小の特別支援教育 
一人一人輝く笑顔のために 

・課題を減らしてほしいという要求があった。 

・すべての課題に取り組むのは難しいという訴えがあった。  

 


